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論文内容要旨
緒 鼠
 老化による一般的変化として結合織の膠原線維の増生g弾力線維の断裂,変性等を来たす畢が
 知られているが,この変化は各臓器に一様に起るわけではなく臓器によって幾分異った変化を示
 すものと考えられるので,これを検討する目的をもつて白鼠を用い各種臓器のGO■■age且,及
 びE■a8tin量を測定し7これと年令との関係を比較検討した。
実験対象
 wi8七ar系雌性白鼠を用い,次の三群につき実験を行った。第一群生後4週,体重50～
 702,第二群生後6ケ月,体重170～衿臼9,第三群生後2年?体重220～2809,
 各群切頭宛,計50頭用いた。
実験方法
 動物を断頭屠殺後,皮膚,腱,上肢筋,下肢筋,腹壁筋,心,肺,肝,脾,腎及び大動脈を取
 り出した。大動脈は量が少いので5乃至5頭分の胸部及び腹部大動脈をpoo■して使用した。こ
 れら各臓器を次の方法によシ分画しfアルカリ可溶性co■■乱gen面分芋アルカリ不溶性GO一
 ユ■age丑面分,及び皿ユa8t加面分の5つの面分を得た。即ち,臓器を生理的食塩水中でホモ
 ヂナイズし,溶解部分を遠心分離後,残査に0.哩}威aOHを加え7室温にて一夜放置して遠心,
 抽出液を分離,沈澱に再び0.1翼NaOHを加えて2時間放置後}遠心分離し,両抽出液を合せて
 アルカリ可溶性OOユユag町画分とした。残渣に少量の稀HOユを加えてpHZOに中和,遠心分
 離後Acetoneで二回,E七herで一回洗滌し減圧下に乾果した。次いで乾燥粉末に蒸留水を
 加え,AUもocユaveを使用し・50■b4時間の条件でcoUageユをGe■a七inに変え,
 これを遠心分離した。残りは主としてE■a8㌻inであるがy更に若干の不純物を除くため,0.1
 N亘aOHを加え,98。50分加熱こ乏遠心事㌃可'港都分を除去レ再度蒸留水で洗滌し那■a鋤in
 四分を分離した。このアルカリ可溶・注GOユ■agen面分3アルカリ不溶性GOUagen面分ザ
 及び猛■ag七in面分をそれぞれ密封試験管を使周し,6NHGユ中〕110門6時間の条件で加
 水分解,冷却後NaOHを使用してpHZO迄中和,所定量に稀釈後}アルカリ可溶性co■■a-
 ge且についてはWOessner第二法を一部改良して使用し,アルカリ不溶性GOユ■agen及び
 E■as七inについてはwoegs亘or第一法によりHyαroxy'prO■ineを定量,これに両
 Oo■■agen面分については恒数Z46,凪aε且且面分については置数454を乗じて分析
 値とした。
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実 験 成 績
 1,アルカリ可溶性GO■ユagonは大動脈及び腎壱除いて若年群で高く}年令増加に伴い低
 下を示した。殊に皮膚にお・ける減少は著明で4週群,6ヶ月群の間には推計学的有意義な減少が
 認められた。大動脈及び腎にむいては4週群よシ6ケ月群へと減少するも2年群で僅かに増加の
 傾向があった。2.アルカリ不溶性oo■■ageuは大動脈を除いて各臓雛とも加令により増加
 を示した。上肢筋爾4週群,6ケ月群・脾にかける4遇群,6ケ月群,及び腎に冷ける4週群,
 6ケ月群,2年群の間には推計学的有意義な増加が邑つた。しかし大動脈にかいてのみ加令と共
 に逐次僅かに減少した。又下肢筋及び腹壁筋は4通辞よシ6ケ月群へと増加し,2年群で再び減
 少した05E■aεtinは皮膚,、腱,大動脈及び心にむいて加令と共に減少した。しかし肺,
 肝及ぴ腎では加令と共に逐次増加した。三筋肉群及び脾では6ケ月群に寿いで高く,4週群及ぴ
 2年群共これより低値を示した。4.両.ρoUageユ及びE■ae七inの和をもつて硬蛋白とし
 た。硬蛋白は諸臓器で加令により増加したが,大動脈に歩いてのみ加令により減少した。
 5.アルカリ可溶性GO■■age且の総GOエ■agenに対する百分率は大動脈を除いた全臓器に'
 論いて加令と共に減少した。大動脈においては6ケ月群より2年群が僅かに高かった。
 6,E■as七inの硬蛋白に対する百分率は腹壁筋,腱,皮膚,心,大動脈及び肺に慕いては加令
 により逐次減少したが肝においては6ケ月群よりも2年群の方が高かった。又上肢筋,下肢筋及
 ぴ膵では4週群よ夕6〃'月群へと増加し,2年群で却って減少したが,腎にむいては4週群より6
 ケ月群へと増加し2年群では変化が認められなかった。
考 按
 アルカリ可溶性GO■■agenは一般に若い生長期に多く,加令により減少を示したが,これ
 は可溶性GO■ユagenがGOUagenの前駆物質とする説によく合致すると思われる。
 大動脈にわける不溶性eo■ユagen及び硬蛋白の減少は他物質殊に脂質及ぴ鉱質の加令によ
 る増加の影響が大きいと、思われる。しかしE■a8tinの減少は著明である。このことはE■a-
 3七i且の硬蛋白に対する百分率の減少からも理解される所である。このE■a8駐nの減少は高
 令者の動脈の弾性低下の一重要因子であると思われる。
 肺に赴けるσo■■易gen量の加令による変化は人により意見を異にするが,Eユa8tinは増
 加するとの意見が多い。人の肺についてもE■as七inは増加するといわれる。肺のE■a8七in
 増加と高倉者の肺機能の低下は一見相反する変化のようにも思われるが,肺の弾性の中,その一
 部のもの力組織弾性に由来すろ事が一因であろう。
結 論
 白鼠の臓器にわけるco■■agen及びEユa8ti且量の加金による変化を検討した。諸種臓器
 の加金に伴う変化はr様で惹くそれぞれ特徴ある変化を示した。
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 蕾甕結果の要旨
 老化による結合織の変化は各臓器に一様に起るわけではなく.臓器により幾分異った変化を示すと
 考えられるので,著者はこれを検討するため生後4週,6ケ月,及び2年の3群の雌性白→鼠計30
 頭を使用しシ随意筋,心,皮膚,艇,大動脈師,肝,・脾.,及び腎の抽出分画を行い,アルカリ可溶性
 Gollagen面分,アルカリ不溶性Gollage且画分及びElastin画分を分離・これらを
 6NHGl中"03葦6時間加水分解・Woessnerの第1法又は第2法によりHydroxyp-
 rolineを定量,これに基きアルカリ可溶性Gollagen,アルカリ不溶t生Gollagen!
 Elas七in含量を算出,その結果次の結論を得ている。
 1、可溶性Gollagenは大動脈及ひ腎を除いて,若年群に高く年令増加と共に低下を示した。
 大動脈及び腎では6ケ月群で減少するも2年群て僅かに増加の傾向を示した0
 2.不溶性Gollagenは各臓器とも加令と共に増加を示したが,大動脈のみ年令と共に僅か
 ながら減少の傾向を示した。
 5Elas七inは皮膚,腱1,大動脈及ひ心で加令と共1て減少した。しかし肺,肝及ひ腎ては加
 令によ匂増加の傾向を示した。随意筋及び脾では6ケ月群が最も高値を示した。
 4・両Collageロ及びElastinの和をもつて硬蛋白とした。硬蛋白は諸臓器で増加した一
 が・大動脈のみ加令によ覇減少の傾向を示した。
 5,可溶性GollageEの総Gollagenに対する百分率は大動脈を除き加令と共に減少した。一
 大動脈にお・いてのみ6ケ月群より2年群が僅かに高かった。
 6.El技εtinの硬蛋白に対する百分率の加令による変化は種々で臓器によ堕異った変化を示
 した。
 諸種臓器の加令による変化は一様でなく,それぞれ特徴ある変化を示ずと結論している。
 以上の結果から本論文は充分学位授与に値するとした。
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